
十
勝
支
部
の
若
月
玲
子
さ
ん

に
支
部
の
取
り
組
み
を
レ
ポ

ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で

報
告
し
ま
す
。

｢

エ
ッ
、
１
９
０
０
０
円｣

洞
爺
湖
温
泉
で
会
い
ま
し

ょ
う
！｢

場
所･

洞
爺
湖
万
世

閣｣
参
加
費
１
９
０
０
０
円

十
勝
支
部
か
ら
何
名
参
加

出
来
る
か
な
？
し
か
も
、
９

月
は
年
金
支
給
月
で
は
な
い

ん
だ
よ
ね
。
年
金
者
組
合
が

要
求
し
て
い

る
年
金
支
給

は

毎

月

に
、

や
っ
ぱ
り
こ

れ
っ
て
絶
対

に
必
要
だ
よ

ね
。女

性
の
現

役
時
代
の
低

賃
金
の
結
果

が｢

低
年
金｣

と
な
っ
て
い

る
腹
立
た
し

さ
。
年
に
１

度
の
さ
さ
や

か
な
一
泊
旅

行
さ
え
も
、
参
加
し
た
い
け

ど
ど
う
し
よ
う
か
と
躊
躇
さ

せ
て
し
ま
う
現
実
が
あ
り
ま

す
。バ

ス
の
レ
ン
タ
カ
ー
料
金

も
、
燃
料
の
高
騰
な
ど
で
去

年
よ
り
１
万
円
以
上
の
値
上

が
り
。
支
部
か
ら
の
援
助
金

は
、
財
政
難
の
お
り
、
去
年

の
半
分
と
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
を
、
参
加
費
１
９
０
０
０

円
と
高
額
な
の
で｢

な
ん
と
か

も
う
少
し
援
助
金
の
増
額
を｣

と
無
理
な
申
し
出
を
承
知
し

て
頂
い
た
り
で
、
費
用
の
や

り
く
り
に
悩
ま
さ
れ
た
「
旅｣

で
も
あ
り
ま
し
た
。

十
勝
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

名
が
参
加

21

出
発
の

日
、
真
っ
青
な

11
｢

十
勝
晴
れ｣
の
も
と
、
十
勝

ブ
ロ
ッ
ク
は
十
勝

名
、
芽

11

室
５
名
、
音
更
５
名
で
合
計

名
で
洞
爺
湖
へ
ゴ
ー
！

21女
性
部
交
流
の
旅
は

素
晴
ら
し
い
漢
方
薬

ど
の
部
屋
か
ら
も
湖
が
目
の

前
に
拡
が
る
素
敵
な
ホ
テ
ル

で
、
全
道
か
ら
集
ま
っ
た
仲

間
の
皆
さ
ん
と
、
一
年
ぶ
り

の
交
流
会
の
始
ま
り
で
す
。

十
勝
支
部
か
ら
参
加
し
た

高
橋
ユ
キ
さ
ん(

写
真
左)

が

才
で
最
高
齢
と
言
う
こ
と

97で
、
乾
杯
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
あ
い
さ
つ

が
素
晴
ら
し

く
、
堂
々
と

し
て
お
り
十

勝
支
部
と
し

て
誇
ら
し
く
、

才
を
過
ぎ
て
も
旅
を
楽
し

90め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い

と
希
望
を
持
た
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

年
に
一
度
の｢

女
性
部
交
流

の
旅｣

で
、｢

ま
た
来
年
〇
〇

支
部
の
Ａ
さ
ん
に
会
え
る
よ

う
に
元
気
で
い
た
い｣

と
思
う

こ
と
が
、
素
晴
ら
し
い｢

漢
方

薬｣
の
よ
う
で
す
。

こ
こ
数
十
年
前
か
ら

ク
マ
に
よ
る
被
害
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ

こ
ろ
が
痛
み
ま
す
▼

今
年
は
高
温
が
続
く

な
か
線
状
降
水
帯
で

の
豪
雨
被
害
も
発
生
し
、
体

験
の
な
い
気
候
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。
野
生
動
物
に
と

っ
て
も
夏
は
食
べ
る
物
が
不

足
し
、
こ
の
気
象
で
さ
ら
に

主
食
の
植
物
・
果
実
の
生
育

に
変
化
が
出
、
食
物
を
求
め

て
人
里
に
現
れ
て
い
る
の
だ

と
も
▼
世
界
に
８
種
類
い
る

ク
マ
の
う
ち
大
陸
か
ら
ヒ
グ

マ
と
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
日
本

に
来
た
の
は
数
十
万
年
前
。

そ
れ
に
比
べ
人
間
が
住
み
始

め
た
の
は
数
万
年
前
。
ク
マ

は
私
た
ち
の
大
先
輩
で
す
▼

農
学
博
士
で
ク
マ
の
生
態
に

詳
し
い
山
崎
晃
司
東
京
農
業

大
学
教
授
は
、｢

人
間
の
都
合

で
、
森
林
が
切
り
拓
か
れ
、

好
物
の
木
の
実
が
な
ら
な
い

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
森
に
植
え

替
え
ら
れ
て
き
た｣

と
語
っ
て

い
ま
す
▼
す
ぐ
駆
除
で
は
な

く
、
ク
マ
の
正
し
い
姿
を
理

解
し
、
地
球
で
人
間
も
動
物

も
共
に
生
き
ら
れ
る
た
め
の

知
恵
を
絞
る
こ
と
が
、
環
境

を
変
え
た
人
間
の
責
任
だ
と
、

思
い
ま
す
。(

菅
原
）
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全道女性部交流の旅に130名参加

ようこそ洞爺湖温泉へ！ 道
年
金
者
組
合
ニ
ュ
ー
ス

地元室蘭支部のスコップ三味線

原 生 林

開会式の様子

高橋ユキさん

第21回全道女性部交流の
旅が9月11-12日に洞爺湖
温泉で開催されました。19
支部から130名が参加し、
楽しく交流しました。
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｢

全
道
女
性
の
旅｣

続
報

現
地
室
蘭
支
部
よ
り

日
の
夜
の
交
流
会
の
会

11
食
は
、
宴
会
方
式
で
飲
ん
だ

り
食
べ
た
り
。
各
支
部
の
出

し
物
で
は
、
日
ご
ろ
の
活
動

な
ど
を
聴
い
た
り
、
出
し
物

を
見
た
り
、
プ
ロ
で
は
な
い

素
人
の
一

所
懸
命
さ

が
伝
わ
っ

て
、
た
ま

ら
な
く
楽

し
か
っ
た

で
す
。

日
の
上
西
英
子
さ
ん(

写

12
真
右)

の
講
演
は
、
女
性
と
し

て
も
共
感
出
来
ま
す
し
、
私

の
心
に
も
響
き
ま
し
た
。

行
事
が
終
了
し
、
見
送
り

し
た
と
き
に
、
皆
さ
ん
が
ニ

コ
ニ
コ
顔
で
楽
し
く
過
ご
さ

れ
た
様
子
で
し
た
。(｢

年
金

者
組
合
室
蘭｣

よ
り)

（
１
）
月
間
の
目
標

①
組
合
員
の
後
退
を
く

い
止
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
力

を
集
中
し
て
増
勢
に
転
じ

よ
う
！

②
サ
ー
ク
ル
活
動
や
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取

り
組
み
、
支
部
の
活
性
化

を
図
ろ
う
！

③
年
金
改
善
運
動
や
地

域
要
求
実
現
の
運
動
を
す

す
め
よ
う
！

（
２
）
月
間
の
期
間

月
１
日
～

月

日

１０

１１

３０

（
３
）
課
題
の
具
体
化

①
組
合
員
拡
大

イ
、
北
海
道
全
体
の
目

標
を
１
５
０
名
と
し
ま
す
。

第

回
道
定
期
大
会
時
の

３８
組
合
員
数
を
大
幅
に
超
え

ま
し
ょ
う
。

ロ
、
す
べ
て
の
支
部
が

月
間
目
標
を
達
成
し
、
組

合
員
増
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
、
活
動

計
画
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
、
あ
ら
ゆ
る
つ
な
が

り
を
活
か
し
て
対
象
者
名

簿
を
作
っ
て
呼
び
か
け
ま

し
ょ
う
。
組
合
員
に
依
拠

し
て
加
入
訴
え
や
紹
介
活

動
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

ニ
、
友
好
団
体
や
現
職

労
働
者
に
意
識
し
て
加
入

を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

ホ
、
つ
な
が
り
を
活
か

し
て
多
様
な
年
齢
層
に
訴

え
る
と
同
時
に
、
若
い
世

代
へ
の
加
入
を
意
識
し
て

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

洞爺湖温泉にて：当別支部の皆さん

月
か
ら
秋
の
仲
間
づ
く
り
月
間

10
支
部
目
標
達
成
で
増
勢
へ

石狩市議会で年金意見書
半年かけて採択へ

９月1９日、石狩市議会が開催され年金意見
書が無事、国に送付されることとなりました。
2月5日に提出された陳情書は、3月19日の

定例市議会で採択され、意見書の文面について
6月議会で検討する事になっていました。
しかし、保守系会派と公明党会派が｢国会で年

金改革法が可決し、低年金対策が取られるので
この意見書は必要ない｣と、一度、採択された陳
情書を廃案にすべきと提案してきました。共産
党会派がこれに異議を唱え、9月の定例議会で
再度審議する事となっていました。
以上の経過を踏まえて、17日の議事運営委員

会で審議した結果、一部修文し、年金意見書を
国に、送付する事となりました。そして9月19
日の本会議で全会一致で採択され、半年かけて
ようやく国に提出されることになりました。

石狩ブロック会議報告
９月９日、第３４回石狩ブロック会議が開催されました。道

本部から｢秋の仲間づくり月間と諸活動の前進に向けて｣の基

調報告があり、道全体で１５０人の拡大、新しい年金署名に

取り組むことなどが報告されました。

石狩ブロックは当別・石狩・江別・北広島・恵庭・千歳の

６支部で、月間の拡大目標は１４人【支部目標：当別１・江

別５・石狩２・北広島２・千歳３・恵庭１】と新聞１０部が

確認されました。

来年のパークゴルフ大会について、運営は江別支部が行う

ことが決まり、会場については安い会場を探して欲しいと言

う訴えがありました。

また、会議では各支部が困っていることや地域の状況を出

し合いました。健診内容、補聴器の助成、楽しみ活動の交通

手段の問題などたくさん出され、中央バスの路線の廃止につ

いては３支部から報告がありました。先日の｢女性の旅｣を知

らなかったと言う支部が２支部あり、課題を感じました。

(｢当別年金者組合ニュース｣より)
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９
月

日(

金)

、
年
金
者
組

19

合
士
別
支
部
と
し
て
、
士
別

市
に
対
し
て
、
加
齢
性
難
聴

者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求

め
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

士
別
市
か
ら
は
渡
辺
英
次

市
長
は
じ
め
福
祉
部
長
な
ど

３
名
が
出
席
、
年
金
者
組
合

か
ら
は
松
本
支
部
長
、
寺
下

副
支
部
長
、
小
池
書
記
長
、

佐
藤
市
議
会
議
員
の
４
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

最
初
に
支
部
長
が
要
請市長に要請書を手渡す松本支部長

書
と
署
名
３
６
９
筆
を
渡
辺

市
長
に
手
渡
し
、
小
池
書
記

長
が
要
請
書
の
趣
旨
を
説
明
、

日
本
共
産
党
の
佐
藤
議
員
を

含
め
ほ
か
の
出
席
者
が
補
足

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

渡
辺
市
長
か
ら｢

国
に
対
し

て
毎
年
、
北
海
道
市
長
会
と

し
て
意
見
書
を
上
げ
て
い
る

こ
と
、
令
和
８
年
度
に
策
定

す
る
、
令
和
９
～

年
度
高

11

齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
に

向
け
て
、
年
金
者
組
合
か
ら

提
出
さ
れ
た
署
名
も
参
考
に

実
施
す
る
場
合
の
財
源
や
実

施
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す｣

と
発
言
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
後
日
、
市
側
か

ら
今
日
の
要
請
に
対
し
て
文

章
で
回
答
す
る
と
の
こ
と
で

終
了
し
ま
し
た
。

月

日
は
、
朝
方
の

8

23

大
雨
か
ら
一
転
、
競
馬

日
和
で
し
た
。
今
年
は

な
ん
と
か
１
人
で
馬
券

を
買
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

結
果
は
全
く
の
予
想

外
れ
で
し
た
が
、
ゴ
ー

ル
イ
ン
す
る
ま
で
の
ハ

ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

競馬場見学する北支部組合員

支

部

だ

よ

り

士
別
支
部

市
長
に
補
聴
器
購
入
の

公
的
助
成
求
め
要
請

《活動日誌》
９月度

11-12日第21回全道女性部交流の旅
16日(火)第3回執行委員会

女性部役員会
17日(水)第28回深川支部定期大会
19日(金)釧路ブロック会議
24日(水)十勝ブロック会議
25日(木)第29回札幌厚別定期大会

当別支部年金学習会
26日(金)第31回室蘭支部定期大会
27日(土)第37回札幌東支部定期大会

第31回江別支部定期大会
2025年度札幌南支部定期大会

28日(日)第35回砂川支部定期大会
29日(月)第37回札幌豊平支部定期大会

渡島檜山ブロック会議
30日(火)後志ブロック会議

北海道社保協運営委員会
１０月度

2日(木)道労連最賃宣伝行動(札幌)
3日(金)網走ブロック会議
6日(月)日胆ブロック会議

6～7日 全国女性部交流集会(東京)
《活動予定》

12日(日)上川ブロック会議
14日(火)第3回常任執行委員会
15日(水)年金支給日宣伝
17日(水)札幌支部協(ブロック)会議
21日(火)第4回執行委員会

女性部役員会
26日(日)芽室支部年金学習会
31日(金)全道拡大女性部代表者会議

前進座特別講演

雨あがる 山本周五郎 原作

11月19日(水)14:00開演 旭川市民文化会館大ホール

11月21日(金)13:00開演 札幌市教育文化会館大ホール

チケットの申し込みは申し込み用紙(｢雨あがる｣チラシの

裏面)に記入の上、北海道本部０１１－８７６－８５１１

までFAXして下さい。電話で

の申し込みも出来ます。

０１１－８１５－６３３８

申し込み後、前進座からチ

ケットと振込用紙が送付され

ます。

年金者組合員特別割引

Ｓ席 6,500円⇒ 5,800円に

Ａ席 5,000円⇒ 4,500円に

札
幌
北
支
部

競
馬
場
見
学
ツ
ア
ー

支
部
大
会

☆
深
川
支
部

月

日

9

17

支
部
長

北
風

一
憲

書
記
長

後
藤

伸
義

☆
札
幌
厚
別
支
部

９
月

日
25

支
部
長

佐
藤

英
明

書
記
長

土
本

武
司

☆
室
蘭
支
部

９
月

日
26

支
部
長

田
村

農
夫
成

書
記
長

上
西

武
司

☆
札
幌
東
支
部

９
月

日
27

支
部
長

七
尾

憲
一

☆
江
別
支
部

９
月

日
27

支
部
長

吉
田

一
夫

書
記
長

小
泉

恵
喜

☆
札
幌
南
支
部

９
月

日
27

支
部
長

見
藤

ミ
チ
子

書
記
長

河
原

正
人

☆
砂
川
支
部

９
月

日
28

☆
札
幌
豊
平
支
部

９
月

日
29

支
部
長

金
本

年
和

書
記
長

真
田

紀
子
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室
蘭
支
部

松
浦

文
子

網
走
支
部

鈴
木

英
子

網
走
支
部

高
間

尚
子当別支部 山田 恵美子

網
走
支
部

山
本

玲
子

江
別
支
部

山
城

俊
昭

苫小牧師部 中島 浩子

網走支部 村椿 直子

江別支部 浅井 正博
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